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Ⅰ. 緒　言

　老年看護学において、高齢者の健康や疾病、障

がいの状態や程度がどうであれ、老年者自身が

もっているパワー（生命力、英知、生きる技法）

を洞察し、自律への志向性を信頼し、支援するこ

とに発想を転換する必要性があるとされている
1）。これを可能にする者を育成するためには、高

齢者のポジティブな側面に着目し、高齢者自身の

持っている力を発揮してもらえるようなかかわり

ができるように教授する必要がある2）。しかし、

現代の学生は、全体的に社会経験が少なく生活体

験に乏しいため、高齢者に対してどのように接し

たらよいか、高齢者の行動をどのように理解した

らよいかがわからず、苦手意識を持つ危険性もあ

る。このような状況で、学生が入手しやすいマス

コミなどで取り上げられる高齢者の情報は、詐欺

の被害であったり、孤独死といったネガティブな

内容が多い。このことから、学生が高齢者に対し

てマイナスのイメージを持ちやすい現状がある
3）。核家族化が進み、高齢者との接触がない学生

が増加している中、この様な学生が、高齢者を理

解し、高齢者の尊厳を踏まえた看護が思考できる

ために、高齢者のイメージをよりよく形成してい

くことは難しい4）。しかし、看護者がもつ高齢者

のイメージは、老年看護に取り組む姿勢を形成す

る源となり、看護の質・内容に影響を及ぼすとい

われている5,6）。そのため、老年看護学教育にあ

たる者として、学生の高齢者に対する受け止めや

イメージをあらかじめ把握しておくことは非常に
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重要と考えられ、これを捉えることは、老年看護

学におけるレディネスの把握へと繋がるものと捉

えている。

　学生の高齢者に対する受け止めやイメージ形成

の要因に、過去の高齢者との接触経験7）や、親の

高齢者に対する接触や姿勢が、子の高齢者へのイ

メージに影響を与えている8）といわれている。そ

こで、学生の高齢者との接触体験を知る手掛かり

として、最も良く覚えている高齢者との体験エピ

ソードの記述から、学生の高齢者に対するレディ

ネスの一部を検討し、老年看護学実践の質の向上

に寄与できるよう教育方法の示唆を得ることが重

要課題である。

Ⅱ. 研究目的
　看護学生が記述した高齢者のエピソードを「場

面設定」と「中心テーマ」の視点から特徴を明ら

かにし、老年看護学教育の基礎資料とすることを

目的とする。

Ⅲ. 研究方法
1. 研究協力者

　本研究の協力者は、看護大学看護学科２学年の

162名中、同意が得られた157名であった。

2. データ収集方法

2-1） データ収集期間

　200X年から２年間であった。

2-2）  データ収集方法

　「あなたが今までもっとも良く覚えている高齢

者との体験についてお尋ねします。（1）その良

く覚えている高齢者とあなたの関係（間柄）は?

（2）その高齢者との体験を100字程度で書いて下

さい。」とテーマを提示し、自記式による集合調

査法にて実施。調査は２年次４月から始まる専門

科目である老年看護学概論の最終講の最終の時間

に10分間実施した。

3. データ分析

　質問内容の（1）である高齢者との関係につい

ては単純集計を行った。（2）高齢者との体験につ

いて、「場面設定」と「中心テーマ」に焦点をあ

ててキーセンテンスを抽出した。キーセンテンス

はできる限り協力者の記述した言葉をそのまま用

いることとし、最小限必要な部分のみ前の言葉を

補った。次いで、場面設定を中心にカテゴリー化

し、中心テーマを抽出した。研究のどの段階にお

いても老年看護学の研究者２名以上で検討した。

4. 倫理的配慮

　調査は無記名とし、実施にあたっては、研究目

的および成績には全く関係しないことを説明し、

同意を得た学生のみに実施した。また、収集した

データは研究テーマ以外には使用しないことと、

研究終了後はすべてのデータを消去することも合

わせて説明した。調査は途中で中断して良いこと

を伝え、間接回収法を用いた。

Ⅳ. 結　果
1. 記述されたエピソードの対象

　記述されたエピソードの対象は、曾祖父母が５

件。祖父母は92件。知人が11件。知らない人が

49件であった。知らない人とは、汽車を一緒に

待っていた高齢者。バス停留所やバスの中で一緒

になった高齢者。公園に来ていた高齢者。アルバ

イト中の顧客としての高齢者。ボランティアで知

り合った高齢者。高校で企画された看護体験の時

に出会った高齢者。小・中学生の時、授業で訪問

した老人ホームの高齢者であった。

2. 記述された場面と中心テーマの概観

　本研究において記述されたエピソードは「９場

面」で、各場面において２－11の＜中心テーマ（記

述数）＞が抽出された。エピソードの「９場面」は、

「生き生きとした高齢者とのふれあい」「現在の日

常での出来事」「高齢者との別れ」「納得のいかな

い出来事」「子どもの頃の思い出」「仕事や学習の



105看護学生が記述した高齢者とのエピソードの特徴

場での出会い」「知らない人との出会い」「病気の

高齢者とのかかわり」「ボランティアでのふれあ

い」であった。以下、中心テーマのデータ数を（　）

内の数値で示す、また、内容の概観を表1に示す。

2-1）生き生きとした高齢者とのふれあい

　この場面の中心テーマは、＜一緒に過ごしたう

れしさ（3）＞＜一緒に遊べたうれしさ（1）＞＜勉

強になった高齢者の言動（9）＞の３テーマが抽

出された。このうち、＜一緒に過ごしたうれしさ＞

＜一緒に遊べたうれしさ＞の対象は、すべて祖父

母であった。＜勉強になった高齢者の言動＞では、

半日のグループホーム体験や高校３年生の時の訪

問看護の一日体験での出会い、高校生の時のボラ

ンティア活動で高齢者と一緒にゲートボールをし

た時の経験から生じていた。これらの体験時の高

齢者との会話内容の他、生き生きと語る高齢者の

表情が印象的であったところから、今まででもっ

ともよく覚えている高齢者として印象づけられて

いた。

2-2）現在の日常での出来事

　この場面の中心テーマは、＜うらやましく思わ

れた経験（1）＞＜一緒に過ごせたうれしさ（1）＞

＜感謝されたうれしい経験（1）＞＜好みが一緒

だと思ううれしさ（1）＞＜高齢者の疲れやすさ

を実感した経験（1）＞＜納得した演歌好き（1）＞

＜勉強になった高齢者の言動（1）＞＜迷惑をか

けて申し訳ない気持ち（1）＞＜優しくされたう

れしさ（5）＞の９テーマが抽出された。＜優し

くされたうれしさ＞の１データの対象は知らない

人であったが、残り全ての対象は祖父母であった。

祖父母との同居の有無は不明だが、一緒に買い物

へ行った時のエピソードや、お正月の祖父母の様

子、無理に食べ物を食べさせようとする祖母の姿

や、一緒に犬の散歩をした時に高齢者の体力の低

下を感じたというものであった。また、協力者が

大学進学をする際、現大学は第１志望校ではな

く、それを知っていた祖父母が、大学進学のため

の引っ越しの日に、遠くからかけつけてくれ「が

んばりなさいよ」と言って抱きしめてくれたとい

うものから、＜優しくされたうれしさ＞が抽出さ

れた。

2-3）高齢者との別れ

　この場面の中心テーマは、＜離れて過ごす寂し

さ（1）＞＜印象に残る初めての死の経験（3）＞

＜勉強になった高齢者の言動（2）＞の３テーマ

が抽出された。＜離れて過ごす寂しさ＞では、大

学進学のための単身生活に切り替えた際に感じた

ことから生じたものであった。また、生まれて初

めての死との対面では、その対象は祖父母であり、

その対象の最期の言葉が「おまえの手ええ、あっ

たかいなあ」であり、とても印象に残っていると

いった場面からの抽出であった。＜勉強になった

高齢者の言動＞では、祖父母が他界する１週間程

度前に話した会話の中で「がんばれよ」と伝えら

れたことや、「わしは畑で死ねれば本望だ」と言っ

ていた祖母が、体調の良くない最後の最後まで畑

仕事をいつも通りして死んでいったその姿から抽

出された。

2-4）納得のいかない出来事

　この場面の中心テーマは、＜価値観の違いを実

感した（2）＞＜話を聞いてくれない憤り（1）＞

＜複雑な思い（1）＞の３テーマが抽出された。

＜価値観の違いを実感した＞では、自分が初めて

髪を染めた時、不良になったと間違われしばらく

祖父母から無視された経験や、祖母がハワイへ

行った時にハンカチをお土産にくれたので大切に

しまっておいたが、それを祖母に説明したら、忘

れてしまっていたことから抽出された。＜複雑な

思い＞は、祖母は何度も同じ事をくりかえし聞き、

それでも聞きとれない時はわかったふりをする行

動から抽出されていた。

2-5）子どもの頃の思い出

　この場面の中心テーマは、＜一緒に過ごした

うれしさ（13）＞＜一緒に遊べた楽しさ（7）＞

＜一緒に遊べなくなった悲しさ（1）＞＜感謝さ

れたうれしい経験（2）＞＜怖いと思ってしまっ

た経験（2）＞＜大切な人を失う寂しさ（2）＞

＜大切にされたうれしさ（1）＞＜勉強になった
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高齢者の言動（13）＞＜迷惑をかけて申し訳な

い気持ち（3）＞＜優しくされたうれしさ（25）＞

＜理不尽な思い（1）＞と11テーマが抽出された。

９場面の中で最も記述数が多く68場面の記述が

あった。そのうち54記述の対象が祖父母であっ

た。祖父母以外の対象は、保育園の園長先生や小

学校の校長先生、隣人、祖父母の友人といったよ

うに、見ず知らずの高齢者との接触は、この場面

での中心テーマでは少ない。＜一緒に過ごしたう

れしさ＞では、よく讃美歌を歌ってくれていたこ

と、一緒に旅行や外出・散歩をしたこと、両親が

働いていたため家事の全てを祖母が教えてくれた

ことから抽出された。＜感謝されたうれしさ＞で

は、祖母と買い物へ行き重い荷物を一生懸命持っ

てあげた時にお礼を言われたことや、ボランティ

アで老人ホームへ行った時、ずっと同じ話をきい

ていたら、最後にまた絶対来てねと言われたこと。

両親が不在で祖父母に昼食を作った時、美味しく

ないにもかかわらずありがとうと感謝してもらっ

たことから抽出された。＜怖いと思ってしまった

経験＞は、自転車で転んでしまったおじいさんに

起こして欲しいと言われたが、怖くて人を呼ぶこ

としかできなかった。親戚の見舞に行った際、入

院中の知らないおじいさんに声をかけられ、体

を触らせて欲しいといわれた経験から抽出され

た。＜勉強になった高齢者の言葉＞では、リウマ

チで入院中の祖母を見舞にいくと、話すことがで

きなくなっており、手を握りながら口をパクパク

させ、手を使って伝えられることがあるというこ

とを教わった経験。祖父は戦争で樺太に行ってお

り、その話をきいたことから戦争の怖さを知った。

祖父は農業を営んでいたので、植物について沢山

教わったという経験から抽出された。＜迷惑をか

けて申し訳ない気持ち＞は、祖父の猫を見たいと

いったら、自分の鼻を猫にひっかかれ、手当をし

てもらったことや、祖父が遊び相手になってくれ

たが、祖母は高齢だったのですぐバテていた姿を

想起したことから抽出された。＜優しくされたう

れしさ＞では、祖父母の家に泊まりにいった時の

エピソードが多くみられた。

2-6）仕事や学習の場での出会い

　この場面の中心テーマは、＜感謝されたうれし

い経験（2）＞＜信頼されたうれしい経験（1）＞

＜勉強になった高齢者の言動（2）＞＜理不尽な

思い（1）＞の４テーマが抽出された。この場面

での高齢者と協力者との間柄は、特につながりの

ない知らない人であった。感謝や信頼を得た経

験、勉強になった高齢者の言動の場面では、バイ

ト先での出来事で何もわからない高齢者に対し、

詳しく丁寧に商品説明をしたり、自分の話し方が

はやく何を言っているのか聞きとれないと言わ

れ、ゆっくり説明すると感謝されたといった内容

であった。理不尽な思いもまたバイト先の出来事

であり、バイト先に顧客として来ていた高齢者に

オーダーのためにメニュー表を出したら、パチン

コで負けていた様で機嫌が悪く手を払われたとい

う経験が抽出されていた。

2-7）知らない人との出会い

　この場面の中心テーマは、＜感謝されたうれし

い経験（7）＞＜怖いと思ってしまった経験（2）＞

＜席を譲る経験（2）＞＜勉強になった高齢者の

言動（3）＞＜迷惑をかけて申し訳ない気持ち

（1）＞＜優しくされたうれしさ（4）＞＜理不尽

な思い（2）＞の７テーマが抽出された。感謝さ

れたうれしい経験では、日常生活の中で、重そう

な荷物を持った高齢者の荷物をもってあげたこと

や、高齢者に道を聞かれて説明したこと、バスや

地下鉄で席を譲ったこと、スーパーでの買い物の

荷物をタクシー乗り場まで運んだ経験であった。

また、優しくされたうれしさでは、ハイソックス

をはいていたら寒くないかいと気づかってくれた

ことや、電車で友達とたわいのない話をしていた

ら優しい口調で、楽しそうでいいねと話かけてく

れたことであった。怖いと思ってしまった経験で

は、バスのステップが氷ついていてそのステップ

で高齢者が激しく転倒した場面に遭遇したこと

や、駅のエスカレーターで急いでいたので通して

欲しいとお願いしたら、高齢者を馬鹿にするなと
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怒鳴られたという経験であった。また、理不尽な

経験では、駅のエスカレーターで小走りをしてい

たら「消えてなくなれ!おまえみたいなやつ!」と

怒鳴られた経験や、電車に乗っている際、途中か

ら高齢者が乗ってきたが優先席が空いていたので

いいかと思って座っていたら、自分の席を譲れと

言われたことであった。

2-8）病気の高齢者とのかかわり

　この場面の中心テーマは、＜老いを実感した経

験（4）＞＜感謝されたうれしい経験（1）＞＜病

気でも変わらない高齢者とのふれあい（1）＞の

３テーマが抽出された。老いを実感した経験では、

同居の祖母の短期記憶が低下してきており、いつ

か自分のことも忘れてしまうのではないかと感じ

たことや、今まで料理を作ってくれていた祖母が

急にしゃべれなくなって病院に行ったら脳梗塞で

あった時の切ない感覚、自営業で頑張っていた祖

父の腰が曲がってきた様子を見るとさびしい気持

ちになるといったものであった。感謝されたうれ

しい経験では、末期癌の祖父が最後に「ありがと

う」といってくれた場面であった。病気でも変わ

らない高齢者とのふれあいでは、認知症の祖母は

自宅までの道のりもわからなくなっていたが、そ

れでも、お金の事を心配して自分の所へ持って来

るなど、優しい祖母であることには変わらなかっ

たという経験であった。

2-9）ボランティアでのふれあい

　この場面の中心テーマは、＜感謝されたうれし

い経験（8）＞＜怖いと思ってしまった経験（2）＞

＜勉強になった高齢者の言動（1）＞の３テーマ

が抽出された。感謝されたうれしい経験では、認

知症の方とお話をしているとき、自分を妻だと

思っているのかと思っていたが帰り際に「きょう

は母さんになってくれてありがとう。久しぶりに

心が晴れたよ。」と言って頂いた。その時はよく

理解できなかったが、その後施設の方から詳しい

説明をきいて感動したという経験や、部活で楽器

の演奏会を開催するために老人ホームに行った

時、来年もまた来て欲しいなど優しい言葉をかけ

てもらったこと、ベッドに寝たままでもベッドご

と演奏を聞きに来てくれ喜んでくれた経験からで

あった。怖いと思ってしまった経験では、高校生

の時のふれあい看護体験で関わった患者様が顔に

あざがあって怖いなと思ってしまい、こちらが壁

をつくってしまった。すると、相手にも心を開い

てもらうことはできず、帰りなさいと言われた経

験であった。勉強になった高齢者の言動では、ボ

ランティアでリネンチェンジや食事介助を実施し

た際、孫の話しや義眼であることなどのお話を沢

山して下さり、そのひとつひとつが心に残ったと

いうものであった。

Ⅴ. 考　察
1. 記述されたエピソードの対象者

　エピソードの対象者のうち、157名中97名

（61％）が曾祖父母もしくは祖父母であった。一

方157名中60名（38％）が間柄としては知人もし

くは知らない人であった。中野9）は、高齢者イメー

ジに影響する要因として、祖父母との交流が重要

であり、大谷と松木8）は、看護学生が高齢者と聞

いて思い浮かべる人は、「祖父母」が約７割であ

ると報告している。半数以上は家族としての高齢

者、すなわち、曾祖父母・祖父母の存在が表出さ

れる一方で、核家族化が進み、日常生活の中で高

齢者との関係性がほぼないに等しい環境では、バ

イトやボランティア活動、高校時代の高齢者との

交流プログラムなども大きく看護学生の高齢者に

対する印象に何かしらの影響を与えていることが

わかる。しがたって、看護学生の老年者に対する

レディネスを捉えようとする時、単に、祖父母と

の同居や存在の有無を引き出すだけではなく、バ

イトやボランティア活動、課外活動といった大学

入学前の学生の活動に対しての関心を示すことが

必要であると示唆される。

2. 肯定的な中心テーマから

　一番多く記述された場面は、「子どもの頃の思

い出」であり、“勉強になった”“感謝されたうれ
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しさ”“優しくされたうれしさ”といったように、

肯定的な中心テーマが多くみられた。子どもの頃

の思い出の場面は、家で遊んでもらった場面や買

い物、正月の出来事など、日常的な範囲での場面

が多く抽出されていた。ここに、いかに日常生活

の自然な流れの中で高齢者と関わることが、学生

が高齢者を肯定的に捉える、もしくは、高齢者イ

メージをポジティブに捉えるという事に影響を及

ぼすことがうかがわれる。

　日常生活の中で高齢者と関わるということは、

単に一場面を共有するということではない。遠藤

ら10）は、世話を受けた者の高齢者イメージの方

が肯定的であり、高齢者イメージに強く影響を与

える因子としても「高齢者から世話をうけた経

験」が抽出されている。そして高野11）は、「高齢

者から世話を受ける行為を通して、高齢者の経験

や知識の深さに触れ偉大さを感じ、注いでくれる

愛情と感情的支援を得ることで好意や評価が高ま

る」と述べている。以上から考えると、日常生活

そのものの中に高齢者のいる暮しというのは、子

供である学生達は世話になる機会もあり、そこか

ら高齢者に対しての感謝や尊敬、寛大な感覚など

好意的な感情をもつことも考えられる。よって、

身近に高齢者が存在していた生活環境にあった学

生に、今までもっとも良く覚えている高齢者との

体験について尋ねると、何気ない日常的な子供の

頃の思い出と肯定的なテーマが抽出されてくると

考えられる。

　「病気の高齢者とのかかわり」の場面において

も、肯定的な中心テーマが抽出されていた。病気

だからできないというネガティブな捉えではな

く、病気に罹患したからこそ伝えてもらえた高齢

者からのメッセージを受け取る重要な機会に遭遇

している学生もいることがここから見える。

3. 否定的な中心テーマから

　“理不尽な思い”と“怖いと思ってしまった”

の中心テーマは、場面を混合すると10テーマが

抽出されている。そのエピソード対象者の９名は

学生にとって知らない人であった。なお１名もボ

ランティア上の知人であり、家族との間柄でこの

中心テーマが抽出されることはなかった。特に“理

不尽な思い”での中心テーマでは、バスや電車、

駅やエレベーターで突然罵倒された出来事、バイ

ト先での出来事などが学生の印象に強く残ってい

ることがわかる。祖父母といった家族とはちがい、

長年の関わりがなく、安心感や信頼感がない相手

から突然罵倒されたネガティブな経験は、高齢者

イメージを否定的に形成すると考えらえる。学生

が臨地実習などで出逢う受け持ち対象者も、決し

て家族ではなく、初めて出逢う他人である。この

中心テーマの単純集計数は157名中９名と少数で

あるが、この９名の学生にとっては、初めて接す

る高齢者に対しての何らかのネガティブなイメー

ジや苦手意識と共に臨地実習に参加することにも

なりかねない。効果的な実習指導をすすめるため

には、学生の過去の体験として、こういった出来

事の有無の存在へも関心をむけることが重要と捉

える。

　“納得ができない出来事”の場面からの抽出で

は、認知症の症状によって短期記憶が障害され、

それが日常生活に影響した結果、学生との関わり

の中でも不具合を生じたものがあった。認知症は

物忘れをするといった一般的な知識はマスコミ等

を通じて触れていることも考えられるが、実際に

日常生活でどのように影響が生じるものかを理解

するにはいたっていない。そのため、納得ができ

ない出来事として想起されるのであろう。しかし、

もし、事前に十分な知識があれば、この様な印象

をもったエピソードとはならなかったとも考えら

れる。大学入学以前からの高齢者観に対する教育

や地域ぐるみの認知症ケアの取り組みもまた重要

と考える。小学校の高齢者観の育成に関する現状

報告の中で前原と永浜12）は、現在の小学生は「高

齢者との直接的な生活体験が欠如したり、両親と

祖父母の疎遠関係だったり、家族の不仲や家庭生

活が多忙であるなど、現代の小学生の抽象概念を

用いた高齢者観の形成がなされていない」と述べ
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ている。さらに、「学童期は多様な他者との関係

を持ち、社会的な相互作用を実際の集団生活の中

で経験的に深く理解していく基礎的な学校教育を

受ける時期である」としている。なぜ、自分は駅

で突然罵倒されたのか納得できないとする学生だ

が、もしかしたら、そこには、その学生が感じな

かった社会的な相互作用があったかもしれない。

学生が否定的に中心テーマを捉えた事は事実とし

て直に受け止める必要がある。同時に、大学入学

前の高齢者観に関する教育も重要であることが伺

える。また、前原と永浜13）は、生活観の異なる

高齢者と関わることや知る体験によって豊かな高

齢者観を身につけることは、世代間の相互理解を

図り、子どもの成長・発達を助長する教育は有効

であるとしている。看護は人と人との繋がりで成

り立つ活動であり、看護の質を向上するためには、

より深い対象理解が深いが必要とされる。その中

で、小学生からの高齢者観に関する教育がなされ

ることは、看護界全体の質の向上にもつながると

考える。

4. 日常生活の中での自然な高齢者とのかかわり

と世代間交流の意義

　親の高齢者に対する接触や姿勢が、子の高齢者

へのイメージに影響を与えている8）とも言われて

いるが、本研究においては、このような言及には

及んではいない。それは、今回は、今までもっと

も良く覚えている高齢者との体験についてのエピ

ソードの記述であり、直接的な高齢者イメージと

その関連要因として家族背景を調査したものでは

ない。したがって、本研究において、親の高齢者

に対する態度が影響したものはなかったと思われ

る。とはいうものの、核家族化がすすみ、祖父母

をはじめとする日常的な高齢者との関わりの機会

が減少している。

　世代間交流における高齢者は、身体的な衰え、

人生経験に基づく知恵や心の豊かさ、そして寂し

さと喜び等さまざまな行動・感情を表出する14）。

このような高齢者の行動・感情を観察することで、

学生は老年者の多様な存在が実感できると述べて

いる。また、松尾と谷口15）も、高齢者観の形成

やケアの質には、小さい頃からを含めた世代間交

流や実習教育での思い出・体験を通して、いたわ

りなどの道徳観念を培う必要があるとしている。

祖父母を中心としたエピソードの対象と肯定的中

心テーマのいくつかの部分からは、高齢者との日

常生活の中での優しさから、人と人の信頼感や自

分に対する価値観が生じているものがあった。ま

た、死に向かい合う経験から学生の死生観の構築

にも寄与するものと考える。日常的な高齢者との

関わりの機会が少ない現状では、世代間交流教育

が老年看護学教育にとってより重要な位置づけで

あり、学びを学生と共に共有する中でその方向性

を示し、対象理解を深めるために高齢者の言動を

学生間で討論させる場をつくる必要性も示唆され

た。

Ⅵ. 結　語
　本研究において、学生の高齢者との関わりの背

景の一部を捉える機会となった。その中で、祖父

母をはじめとした家族との関わりが肯定的な中心

テーマを構築していた。また、間柄のない高齢者

との関わりでは、否定的な中心テーマも抽出され

た。様々な背景をもった学生達であることを念頭

におき、学生の老年看護学におけるレディネスの

把握につとめることが重要である。よって、世代

間交流の場を含みながら、なんらかの形で学生達

の高齢者観が共有できる場がもてる授業展開の構

築をすることで一層の学習効果が期待できると考

え、高齢者を看る視点が養われるよう、次年度の

課題とて取り組んでいきたい。
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表 1. 記述された場面設定と中心テーマ
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Characteristics of Episodes with Elderly People as Described by Nursing Students

- An investigation in terms of ‶the scene setting" and ‶the main theme" -

YANO Reiko， TAKAOKA Tetsuko， SAKAKIBARA Chisako and KOHEI Yukari

Abstract:　The objective of this study is to gain a new insight into characteristics of episodes which nursing 

students described in terms of “the scene setting” and “the main theme”， in hopes of using the findings as a basic 

resource for geriatric nursing education. The participants in the study were 175 second year students in the nursing 

department of a four-year college. Data were collected and analyzed by asking the participants to write about 

“the most memorable experience they had with elderly people in about 100 Japanese characters”. Data analysis 

clarified the terms "the scene setting" and "the main theme" in the description， and the contents were examined 

among the researchers.

Regarding the scene setting， the following nine scenes were yielded: “relationship with lively elderly people”， 

“present daily events”， “separation from an elderly person”， “childhood memory”， “meeting through work or 

study opportunities”， “meeting with strangers”， “involvement with sick elderly people”， and “meeting through 

volunteer activities” . Among these two to nine “main themes” were extracted.

An impression is formed from the episode， and from there the participants form images about nursing. Assuming 

that the participants' image about nursing may affect care， it can be suggested that teachers need to show direction 

and have students discuss the meaning of elderly people's traits in order to provide students with opportunities 

where they can cultivate the ability to see elderly people from various points of view.


